
 

 
 
 
 

 

底のないびんではろうそくが燃え続けるが，底のあるびんでは

しばらくすると火が消えてしまう。

燃え方のちがいには，空気が関係して

いて，びんの中の空気がなくなって

しまったのか疑問に思った。

底のあるびんの中でものを燃やすと火が消えてしまうのは，

どうしてだろうか。



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

底のあるびんの中でものを燃やすと火が消えてしまうのは，

どうしてだろうか。

びんの中の空気の性質が変わったと思う。

びんの中の空気がなくなったわけではないから。

①一方のろうそくに火をつけ，

　集気びんをかぶせて，火が消える

　までの時間をはかる。（１回め）

②もう一方のろうそくに火をつけ，

　①の集気びんをかぶせて，火が

　消えるまでの時間をはかる。

　（２回め）
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見通しと同じで，２回めはすぐに火が消えたから，予想どおり，

びんの中の空気の性質が変わったといえる。

この結果から，空気にものを燃やすはたらきがなくなると考えられる。

底のあるびんの中でものを燃やすと火が消えてしまうのは，

０
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０

中の空気の性質が変わって，空気にものを燃やすはたらきがなくなる

からだと考えられる。


